











































































































られ,新 しい構造技術がデザイ ン要素 として
視覚環境に配慮 した造形性が認められる。ポー
ルに掲げられた旗,パ ビリオンには明るい色
調が用いられ,博 覧会として新鮮さとともに
祝祭性を醸 し出していた。そこには,ビ ュー
ポイントとランドマークの効果的な配置にお
ける建築家と美術家の連携が認められる。
4.新制作協会建築部の消長における神戸博
設計の意味
新制作協会建築部の活動における神戸博会
場設計の意味を検討するために,新制作協会
の活動を概観する。同協会の中心的な活動は,
毎年秋に東京都美術館で開催される新制作展
である。展覧会の会場構成については建築部
の会員が手がけていた。建築部が,SD部
(1969年)に改称するまでの21年分の展覧会
を見ると,出品作品の多くが実施作 もしくは
実施を前提にした計画案であった。そして,
建築部設立会員で展覧会出品者は池辺を除き
1960年前後までの参加 といえる。こうした実
態は,展覧会出品の内容に如実に反映 してい
る。1953年までは都市計画 ・建築に類する作
品が一定数あったが,それ以降は減少 してゆ
く。一方で,家具作品が増加する。それ らの
出品者の多くは非会員だが,後にプロダクト・
デザイナー,イ ンテリア ・デザイナーとして
業績をあげる人々が含まれていた。
このような展覧会での活動形態に対して,
神戸博後に建築部が手がけた大 日本製糖堺工
場(1953,54年)の設計は,設計管理業務に
おいて会員同士の協同が行われた。しかしな
がら,それは神戸博のように美術家と建築家
が協同をめざし取 り組むような性質のもので
はなかった。これ以降に新制作協会の名を冠
した設計活動は行われていない。
5.おわ りに
神戸博開催計画は,小磯良平の介在により
建築部を設立 したばか りの新制作協会にいち
早 くもたらされた。同協会建築部への設計依
頼については地元建築家から批判がおこった
が,結果的には小池新二の 「シナリオ」に基
づいた会場設計と展示が行われ,建築と美術
の協同をめざした新制作協会の意図が博覧会
空間として一体となり出現することになった。
神戸博後の新制作協会建築部があくまで個
人活動を持ち寄って展覧会を開催するもので
あったことを勘案するなら,神戸博の会場設
計は同協会建築部の活動中のハイライ トだっ
たといえようQ
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